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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
エ
イ
ト
・
ワ
ー
ル
ド
　
～
人
が
見
る
ラ
グ
ナ
ロ
ク
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
９
０
Ｒ

【
作
者
名
】

　
８
つ
の
世
界
の
エ
イ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
『
魔
法
』
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
世
界
。
人
だ
け
で
な
く
、

魔
族
や
神
族
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
生
物
が
暮
ら
し
て
い
た
。
人
々
は
８
つ
あ

る
大
陸
の
覇
権
を
巡
り
、
日
々
争
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
人
族
の
少
年
エ
イ
ン
は
希
望
を
胸
に
旅
だ
と
う
と
し
て
い
た
。

　
彼
は
そ
の
瞳
で
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
る
の
か
・
・
・
。

　
設
定
だ
け
が
超
大
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
先
に
そ
ち
ら
を

見
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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設
定

　
設
定

１
．
こ
の
世
界
に
は
魔
法
と
呼
ば
れ
る
力
が
あ
り
、
魔
力
が
世
界
中
の
人
間
が

持
っ
て
い
る
。

２
．
魔
力
は
世
界
の
中
心
に
あ
る
【
世
界
樹
】
が
生
み
出
し
て
い
る
。

ユ
グ
ド
ラ
シ
ル

３
．
魔
力
と
は
世
界
樹
が
生
み
出
す
『
自
然
の
魔
力
』
と
『
生
物
の
体
内
の
魔

マ
ナ

ド

オ

力
』
に
分
か
れ
て
い
る
。

４
．
世
界
は
８
つ
の
大
陸
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
い
る
。

（
第
６
項
に
て
詳
細
）

５
．
世
界
に
は
大
き
く
分
け
て
人
族
・
魔
族
・
神
族
・
龍
族
・
竜
人
族
・
獣
人

ヒ
ュ
ー
マ
ン

デ
ー
モ
ン

エ
ン
ジ
ェ
ル

ド
ラ
ゴ
ン

ド
ラ
ゴ
ニ
ュ
ー
ト

ロ
ゥ
プ

セ
リ
ア
ン
ス

族
・
妖
精
族
・
精
霊
族
の
８
種
族
が
い
る
。
（
第
７
項
に
て
詳
細
）

エ
ル
フ

ス
ピ
リ
ッ
ト

６
．
第
１
の
大
陸
・
グ
ラ
ン
マ
ナ
。
こ
こ
に
は
世
界
樹
が
あ
り
、
生
物
は
生
息

し
て
い
な
い
。
世
界
で
最
も
大
き
な
大
陸
で
は
あ
る
が
、
世
界
樹
か
ら
の
濃
厚

す
ぎ
る
マ
ナ
に
満
ち
て
い
て
、
普
通
の
生
物
じ
ゃ
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
暮
ら
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
体
内
魔
力
が
高
く
、
対
魔
性
が
高
い
生
物
で
も
一
ヶ
月
も

オ
ド

い
れ
ば
体
内
の
魔
力
が
増
幅
・
暴
走
し
、
体
内
か
ら
爆
発
す
る
。

　
第
２
の
大
陸
・
魔
界
。
魔
族
が
治
め
て
い
て
、
下
級
の
魔
族
は
悪
魔
と
呼
ば

ヘ
ル
ヘ
イ
ム

デ
ー
モ
ン

れ
て
い
る
。
現
在
統
治
し
て
い
る
の
は
最
上
位
魔
族
【
魔
王
】
４
名
。
?
ル
シ

フ
ァ
ー
?
ベ
ル
ゼ
ブ
ブ
?
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
?
ア
ン
リ
・
マ
ン
ユ
。
ま
た
、
闇
の

属
性
を
持
つ
精
霊
族
が
住
ん
で
い
る
。
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第
３
の
大
陸
・
神
界
。
神
族
の
１
つ
、
ア
ー
ス
神
族
が
住
ん
で
い
る
。
ま
た
、

ア
ー
ス
ガ
ル
ド

他
種
族
の
死
ん
だ
英
雄
（
英
霊
）
達
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
、
死
せ
る
勇
者
達
も
住

エ
イ
ン
ヘ
リ
ヤ
ル

ん
で
い
る
。
主
神
『
オ
ー
デ
ィ
ン
』
が
治
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
大
昔
に
は
も

う
１
つ
の
神
族
ヴ
ァ
ン
神
族
が
あ
っ
た
が
、
『
ラ
グ
ナ
ロ
ク
』
に
よ
っ
て
ア
ー

ス
神
族
が
ヴ
ァ
ン
神
族
が
住
ん
で
い
た
大
陸
天
界
ご
と
滅
ぼ
し
た
。

ヴ
ァ
ナ
へ
イ
ム

　
第
４
の
大
陸
・
人
界
。
主
に
人
族
が
住
ん
で
い
る
が
、
２
番
目
に
大
き
い
大

ミ
ッ
ド
ガ
ル
ズ

陸
の
た
め
、
様
々
な
種
族
が
覇
権
を
巡
っ
て
争
っ
て
い
る
混
沌
の
大
地
。
現
在

４
つ
の
国
家
が
覇
権
を
巡
っ
て
争
っ
て
い
る
。

１
，
ア
ル
ト
リ
ア
　
大
陸
中
央
に
位
置
し
て
い
る
、
人
間
族
の
国
。

２
，
ヴ
ィ
ル
ノ
ア
　
大
陸
北
部
か
ら
西
部
に
位
置
し
て
い
る
、
魔
族
の
国
。

３
，
ク
レ
ル
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
　
大
陸
東
部
に
位
置
し
て
い
る
、
神
族
の
国
。

４
，
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
グ
　
大
陸
か
ら
見
て
南
東
の
離
れ
小
島
に
位
置
し
て
い
る
、

魔
法
が
発
達
し
て
い
る
他
種
族
国
家
。
現
在
特
に
覇
権
を
争
っ
て
は
い
な
い
大

国
。

５
、
ジ
ェ
ラ
ベ
ル
ン
　
大
陸
南
西
に
位
置
す
る
、
他
種
族
国
家
。
貧
富
の
差
が

大
き
く
、
現
在
内
戦
中
。

６
，
倭
国
　
大
陸
か
ら
少
し
離
れ
た
南
西
の
島
国
。
人
間
族
の
国
だ
が
、
他
国

と
全
く
係
わ
り
合
い
が
な
い
た
め
、
独
特
の
文
化
が
築
か
れ
て
い
る
。

　
第
５
の
大
陸
・
炎
界
。
精
霊
族
の
中
で
も
最
も
多
い
種
族
、
火
の
精
霊
族
が

ム
ス
ペ
ル
ヘ
イ
ム

住
ん
で
い
る
。
他
に
も
龍
族
・
竜
人
族
が
住
ん
で
い
る
が
、
覇
権
に
興
味
が
な

い
た
め
、
実
質
火
の
精
霊
族
が
治
め
て
い
る
。
火
の
大
精
霊
・
炎
帝
『
イ
フ
リ

ー
ト
』
が
治
め
て
い
る
。

　
第
６
の
大
陸
・
霊
界
。
妖
精
族
、
通
称
エ
ル
フ
が
治
め
て
い
る
。
光
の
属
性

ア
ル
フ
ヘ
イ
ム

の
精
霊
も
住
ん
で
い
る
が
、
グ
ラ
ン
マ
ナ
に
近
い
せ
い
か
他
の
種
族
に
は
住
め

な
い
領
域
。
２
番
目
に
マ
ナ
が
多
い
た
め
、
他
種
族
に
狙
わ
れ
て
い
る
大
陸
。

エ
ル
フ
の
族
長
『
エ
ル
ヴ
ィ
ス
＝
ア
ー
ル
ヴ
』
が
治
め
て
い
る
。
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第
７
の
大
陸
・
氷
界
。
氷
・
水
の
精
霊
族
が
多
く
す
む
。
頂
点
に
立
つ
の
は

ニ
ヴ
ル
ヘ
イ
ム

氷
雪
の
魔
王
『
ヘ
ル
』
。

　
第
８
の
大
陸
・
巨
界
。
巨
人
族
で
あ
る
ヨ
ト
ゥ
ン
が
住
む
。
他
の
種
族
に
必

ヨ
ト
ゥ
ン
ヘ
イ
ム

要
以
上
に
排
他
的
で
あ
り
、
巨
人
族
の
王
『
ウ
ー
ト
ガ
ル
ザ
・
ロ
キ
』
は
他
種

族
を
決
し
て
近
づ
け
さ
せ
な
い
。
ま
た
、
巨
界
と
名
付
け
ら
れ
る
だ
け
あ
っ
て

３
番
目
に
大
き
な
大
陸
で
あ
り
、
住
む
種
族
も
少
な
い
こ
と
か
ら
土
地
は
有
り

余
っ
て
い
る
。

７
．
こ
の
世
界
は
７
種
族
が
混
合
し
て
住
ん
で
い
る
。

?
人
族
。
特
別
な
特
徴
は
な
く
、
強
い
て
言
う
な
ら
『
器
用
』
。
剣
や
槍
な
ど

の
武
器
で
の
攻
撃
か
ら
、
体
内
魔
力
を
使
っ
た
魔
法
攻
撃
、
ま
た
剣
や
弓
な
ど

オ
ド

の
武
器
や
防
具
、
建
築
物
や
そ
の
他
雑
貨
な
ど
、
物
を
作
る
こ
と
も
得
意
。
器

用
貧
乏
だ
が
、
稀
に
強
力
な
人
間
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。
他
種
族

と
の
愛
称
も
良
く
、
他
の
種
族
と
結
び
つ
き
、
ハ
ー
フ
を
生
み
出
す
こ
と
で
も

有
名
。
寿
命
が
短
く
、
１
０
０
年
に
行
か
な
い
場
合
が
多
い
。

体
力
：
Ｃ
　
魔
力
量
：
Ｃ
　
筋
力
：
Ｂ
　
魔
力
効
率
：
Ｂ
　
魔
法
防
御
：
Ｃ
　

敏
捷
：
Ｂ
　
器
用
：
Ｓ

?
魔
族
。
潜
在
魔
力
が
高
く
、
魔
法
攻
撃
や
魔
力
を
武
器
に
載
せ
て
の
攻
撃
が

得
意
。
身
体
能
力
も
高
く
、
戦
闘
力
が
極
め
て
高
い
。
翼
を
持
つ
種
族
も
あ
り
、

多
種
多
様
な
種
族
が
混
在
し
て
い
る
。
寿
命
は
千
年
単
位
ら
し
い
。

体
力
：
Ａ
　
魔
力
量
：
Ａ
　
筋
力
：
Ａ
　
魔
力
効
率
：
Ｓ
　
魔
法
防
御
：
Ｂ
　

敏
捷
：
Ａ
　
器
用
：
Ｄ

?
神
族
。
最
も
高
い
魔
力
を
持
ち
、
魔
法
を
多
種
多
様
に
操
る
。
魔
法
攻
撃
、

防
御
魔
法
、
治
癒
魔
法
な
ど
そ
の
能
力
は
高
い
。
変
わ
り
に
身
体
能
力
が
低
く
、

魔
法
な
し
で
は
人
族
に
も
劣
る
。
が
、
代
わ
り
に
身
体
強
化
魔
法
を
得
意
と
し

て
お
り
、
体
内
魔
力
が
切
れ
な
い
限
り
は
、
高
い
能
力
を
持
つ
。
寿
命
は
千
年

オ
ド

単
位
ら
し
い
。
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体
力
：
Ｃ
　
魔
力
量
：
Ｓ
　
筋
力
：
Ｃ
　
魔
力
効
率
：
Ａ
　
魔
法
防
御
：
Ｓ
　

敏
捷
：
Ｂ
　
器
用
：
Ｂ

?
龍
族
。
古
の
時
代
よ
り
い
る
こ
の
世
界
の
覇
者
。
高
い
身
体
能
力
、
物
理
攻

撃
を
は
じ
き
返
す
硬
い
鱗
、
魔
法
攻
撃
で
す
ら
そ
の
高
い
魔
法
防
御
に
よ
っ
て

は
じ
き
返
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。
翼
を
持
つ
種
族
が
多
く
、
口
か
ら
は

超
高
熱
の
炎
を
吐
き
出
す
。
寿
命
は
千
年
単
位
ら
し
い
。

体
力
：
Ｓ
Ｓ
　
魔
力
量
：
Ｅ
　
筋
力
：
Ｓ
Ｓ
　
魔
力
効
率
：
Ｅ
　
魔
法
防
御
：

Ａ
　
敏
捷
：
Ａ
　
器
用
：
Ｅ

?
竜
人
族
。
龍
族
と
人
族
が
か
な
り
前
の
時
代
に
混
ざ
り
合
い
、
１
つ
の
大
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
た
。
龍
族
の
特
徴
の
高
い
身
体
能
力
と
ブ
レ
ス
攻
撃
、

人
族
の
特
徴
の
『
物
を
作
り
出
す
』
と
い
う
特
徴
両
方
を
持
つ
。
数
が
少
な
い

た
め
、
他
種
族
に
攻
め
込
ま
れ
た
ら
負
け
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
と
交
わ
り

寿
命
が
減
り
、
５
０
０
年
程
度
生
き
れ
ば
長
寿
。

体
力
：
Ｓ
　
魔
力
量
：
Ｃ
　
筋
力
：
Ｓ
　
魔
力
効
率
：
Ｄ
　
魔
法
防
御
：
Ｃ
　

敏
捷
：
Ａ
　
器
用
：
Ｄ

?
獣
人
族
。
獣
と
人
が
合
わ
さ
っ
た
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
が
、
人
族
と
の
関

係
は
な
い
。
竜
人
族
並
の
高
い
身
体
能
力
を
持
ち
、
様
々
な
状
況
化
で
生
き
残

る
よ
う
に
野
性
の
力
が
高
く
、
環
境
へ
の
適
応
力
が
極
め
て
高
い
。
中
に
は
知

性
を
持
ち
、
武
器
を
使
う
種
族
な
ど
も
存
在
す
る
。
寿
命
が
最
も
短
く
、
５
０

年
程
度
生
き
れ
ば
長
寿
。

体
力
：
Ａ
　
魔
力
量
：
Ｄ
　
筋
力
：
Ａ
　
魔
力
効
率
：
Ｃ
　
魔
法
防
御
：
Ｃ
　

敏
捷
：
Ｓ
Ｓ
　
器
用
：
Ｃ

?
妖
精
族
。
エ
ル
フ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
種
族
は
、
神
族
、
魔
族
に
続
い
て
高
い

体
内
魔
力
を
持
つ
。
多
種
多
様
な
魔
法
を
使
え
る
点
は
神
族
と
同
じ
だ
が
、
そ

オ
ド

の
特
徴
は
寿
命
の
長
さ
。
身
体
能
力
は
神
族
よ
り
も
圧
倒
的
に
低
い
が
そ
の
割

り
に
平
均
寿
命
は
軽
く
１
０
０
０
歳
を
超
え
る
。
２
，
３
０
０
０
年
生
き
て
い
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る
者
も
い
る
。
ま
た
、
魔
法
器
具
の
作
成
が
最
も
得
意
で
あ
り
、
そ
の
魔
力
を

込
め
た
武
器
や
防
具
な
ど
は
他
の
種
族
に
と
っ
て
は
脅
威
。
ま
た
、
伝
承
に
よ

る
と
現
代
に
残
る
魔
法
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
ル
フ
が
作
成
瀬
し
た
も
の
ら
し
い
。

体
力
：
Ｄ
　
魔
力
量
：
Ａ
　
筋
力
：
Ｅ
　
魔
力
効
率
：
Ｓ
　
魔
法
防
御
：
Ｓ
　

敏
捷
：
Ａ
　
器
用
：
Ａ

?
精
霊
族
。
肉
体
を
持
た
ず
、
霊
体
（
ア
ス
ト
ラ
ル
体
）
の
み
を
持
っ
て
い
る
。

高
い
体
内
魔
力
と
い
う
よ
り
は
、
周
囲
の
自
然
魔
力
を
使
用
し
て
魔
法
を
使
う

マ
ナ

こ
と
が
出
来
る
。
だ
が
、
あ
ま
り
乱
用
す
る
と
体
と
自
然
の
境
界
が
保
て
な
く

な
り
、
消
滅
し
て
し
ま
う
。
主
な
属
性
ご
と
に
住
み
か
や
特
性
が
異
な
り
、
火
、

水
、
地
、
風
、
氷
、
雷
、
光
、
闇
、
無
の
９
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

精
霊
に
は
各
属
性
を
統
べ
る
大
精
霊
と
そ
の
大
精
霊
を
統
べ
る
精
霊
王
が
い
る
。

ま
た
、
各
属
性
の
魔
法
は
す
べ
て
大
精
霊
の
力
の
一
部
を
世
界
と
リ
ン
ク
さ
せ

て
使
っ
て
い
る
。
例
：
火
の
魔
法
は
火
の
大
精
霊
『
イ
フ
リ
ー
ト
』
の
力
を
使

っ
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
寿
命
は
な
い
。

体
力
：
Ｅ
～
Ａ
　
魔
力
量
：
Ｂ
～
Ｓ
　
筋
力
：
Ｅ
～
Ｓ
　
魔
力
効
率
：
Ｃ
～
Ｓ

　
魔
法
防
御
：
Ａ
～
Ｓ
Ｓ
　
敏
捷
：
Ｄ
～
Ｓ
　
器
用
：
Ｅ
～
Ａ

?
魔
物
。
例
外
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
野
生
？
の
魔
物
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

住
ん
で
い
る
。
基
本
的
に
野
生
の
獣
と
同
様
に
本
能
の
み
で
動
い
て
い
て
、
様

々
な
種
族
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ご
く
ま
れ
に
人
間
に
懐
き
、
捕
獲
で
き
る
こ

テ
イ
ミ
ン
グ

と
が
あ
る
。

８
．
暦

　
こ
の
世
界
は
１
０
の
月
と
３
０
の
日
に
分
か
れ
て
い
る
。

光
の
月
↓
火
の
月
↓
風
の
月
↓
無
の
月
↓
王
の
月
↓
水
の
月
↓
氷
の
月
↓
闇
の

月
↓
土
の
月
↓
雷
の
月
↓
光
の
月
と
な
る
。

日
は
普
通
に
１
～
３
０
で
数
え
る
。
年
に
つ
い
て
も
、
普
通
に
数
え
て
い
る
。

雷
～
光
～
火
を
暖
の
季
節
。
風
～
無
～
王
～
水
が
零
の
季
節
。
氷
～
闇
～
土
が

寒
の
季
節
と
な
る
。
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物
語
が
始
ま
る
の
は
無
暦
９
９
５
年
。
火
の
月
、
２
９
日
か
ら
始
ま
る
。
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設
定
（
後
書
き
）

　
暦
を
変
更
し
ま
し
た
。
と
い
う
よ
り
月
を
。
季
節
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
順

番
が
お
か
し
い
な
ー
と
思
っ
た
の
で
。
つ
い
で
に
始
ま
り
の
季
節
も
変
更
。
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第
一
話
　
過
去
（
前
書
き
）

　
設
定
だ
け
が
完
全
に
前
に
前
に
と
出
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
先
に
呼
ん

だ
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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第
一
話
　
過
去

　
―
―
―
　
火
の
月
，
２
９
日
　
―
―
―

　
俺
は
別
に
勇
者
と
か
、
英
雄
に
な
り
た
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

　
た
だ
、
俺
の
力
で
・
・
・
俺
の
手
で
、
誰
か
を
す
く
っ
て
み
た
か
っ
た
だ
け

だ
っ
た
。

　
今
か
ら
２
年
前
の
風
の
月
，
１
日
。
そ
の
日
は
俺
の
誕
生
日
で
、
当
時
は
ま

だ
僕
だ
っ
た
け
ど
―
―
―
と
に
か
く
俺
は
浮
か
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
村
の
近

く
ま
で
野
生
の
は
ぐ
れ
オ
ー
ク
が
近
づ
い
て
る
事
に
気
づ
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
。

　
突
然
茂
み
の
中
か
ら
オ
ー
ク
が
飛
び
出
し
て
き
て
、
び
っ
く
り
し
て
腰
が
抜

け
た
俺
に
は
、
抗
う
術
な
ん
て
な
か
っ
た
。
で
も
そ
の
時
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
現
れ
た
俺
の
見
た
こ
と
も
な
い
―
―
―
俺
の
村
に
は
い
な
い
、
大
人
の
人
が

助
け
て
く
れ
た
。
そ
の
人
は
と
て
も
強
く
て
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
そ

の
人
は
一
瞬
に
し
て
オ
ー
ク
を
倒
し
て
俺
を
救
っ
て
く
れ
た
。
彼
は
ヴ
ェ
イ
ル

と
名
乗
り
、
俺
の
村
ま
で
送
る
と
い
っ
て
く
れ
た
。

　
後
で
聞
い
た
話
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ヴ
ェ
イ
ル
と
い
う
旅
の
剣
士
は
村
長
に
雇

わ
れ
た
傭
兵
だ
っ
た
ら
し
い
。
村
の
近
く
に
オ
ー
ク
が
出
て
い
る
と
い
う
の
を

聞
い
て
な
か
っ
た
俺
は
、
当
然
怒
ら
れ
た
。
そ
の
人
は
オ
ー
ク
を
滅
す
る
ま
で

は
村
に
滞
在
す
る
と
言
っ
て
い
た
。

　
俺
は
そ
の
人
に
憧
れ
て
、
剣
を
教
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。
そ
の
人
は
当
時

ま
だ
１
２
歳
だ
っ
た
俺
に
は
ま
だ
早
い
と
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
で
も
、
も

し
俺
が
１
５
歳
に
な
っ
て
、
ま
た
会
う
こ
と
が
出
来
た
ら
教
え
て
く
れ
る
と
約

束
し
た
。

　
約
２
週
間
ば
か
り
村
に
滞
在
し
た
彼
は
、
近
隣
の
オ
ー
ク
を
あ
ら
か
た
退
治

し
た
と
い
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
。
幼
い
な
が
ら
に
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
『
こ
う
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い
う
人
に
な
っ
て
み
た
い
』
と
。
俺
は
両
親
に
頼
み
込
ん
だ
。
１
５
歳
に
な
っ

た
ら
、
旅
に
出
た
い
と
。
そ
し
て
、
俺
も
ヴ
ェ
イ
ル
と
い
う
傭
兵
み
た
い
に
人

々
を
助
け
て
み
た
い
と
。

　
・
・
・
何
度
も
怒
ら
れ
、
親
父
に
は
何
度
も
殴
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら

め
な
い
俺
は
、
毎
日
毎
日
母
さ
ん
と
親
父
に
説
得
を
続
け
た
。
そ
う
し
て
２
ヶ

月
が
た
っ
た
と
き
に
親
父
と
母
さ
ん
は
条
件
を
出
し
て
き
た
。

　
親
父
の
方
は
『
絶
対
に
死
な
な
い
こ
と
』
と
『
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
』

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
俺
は
死
ぬ
気
も
、
迷
惑
を
か
け
る
つ
も
り
も
な
い
の
で
即

答
し
た
。
母
さ
ん
の
方
は
、
母
さ
ん
が
覚
え
て
い
る
魔
法
を
１
５
歳
の
誕
生
日

ま
で
に
覚
え
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
・
・
・
残
念
な
が
ら
俺
に
は
魔
法
の
才
能
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
、
（
妹

の
リ
デ
ィ
ア
は
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
）
半
年
が
経
つ
頃
に
は
一
応
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
俺
と
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
一
緒
の
風
の
精
霊
≪
フ

ュ
ー
リ
ー
≫
も
魔
法
の
特
訓
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
、
フ
ュ
ー
リ
ー
が
使
え
る

魔
法
も
今
で
は
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
俺
は
エ
イ
ン
。
命
の
恩
人
で
あ
る
ヴ
ェ
イ
ル
に
会
い
た
い
と
望
み
、
外
の
世

界
を
見
て
み
た
い
と
思
う
こ
の
世
界
で
は
ご
く
普
通
の
少
年
だ
っ
た
と
思
う
。

　
・
・
・
俺
が
旅
立
つ
ま
で
後
２
日
。
こ
の
と
き
の
俺
は
、
こ
の
先
に
待
っ
て

い
る
未
来
を
知
ら
ず
に
い
た
。
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第
一
話
　
過
去
（
後
書
き
）

　
ま
あ
、
妄
想
爆
発
な
物
語
で
す
が
、
そ
れ
で
も
い
い
と
い
う
方
は
お
付
き
合

い
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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